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参
考

資
料

１
 

市
民

意
向

調
査

 

 

①
 

調
査

の
目

的
 

住
ま

い
に

対
し

て
日

頃
か

ら
感

じ
て

い
る

こ
と

や
、

三
島

市
の

住
宅

政
策

に
対

す
る

ご
意

見
・

ご
要

望
な

ど
を

市

民
か

ら
広

く
聞

き
、

三
島

市
住

宅
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

に
反

映
さ

せ
る

た
め

。
 

 

②
 

調
査

対
象

・
人

数
 

市
内

在
住

の
18

歳
以

上
の

方
1,

50
0

人
（

住
民

基
本

台
帳

か
ら

無
作

為
抽

出
）

 
 

③
 

調
査

実
施

方
法

 

郵
送

に
よ

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

票
の

配
付

・
回

収
 

 

④
 

実
施

期
間

 

郵
送

配
付

：
令

和
３

年
２

月
26

日
（

金
）

 

返
送

期
限

：
平

成
３

年
３

月
12

日
（

金
）

 
 

⑤
 

調
査

票
回

収
結

果
 

配
布

数
：

1,
50

0
件

 

回
収

数
：

61
3

件
 

回
収

率
：

40
.9

％
 

 

 

①
 

あ
な

た
ご

自
身

と
あ

な
た

の
家

族
に

つ
い

て
 

 
年

齢
（

問
１

）
＜

単
数

回
答

＞
 

高
齢
者
が

約
半
数
を
占
め
る
 

「
70

～
79

歳
」

が
24

.3
%

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

50
～

59
歳

」

が
17

.8
%

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

65
歳

以
上

の
高

齢
者

が
48

.9
%

を
占

め
て

い
る

。
 

 

    

18
～

19
歳

0.
0%

20
～

29
歳

2.
1%

30
～

39
歳

10
.1

% 40
～

49
歳

12
.1

%

50
～

59
歳

17
.8

%

60
～

64
歳

9.
0%

65
～

69
歳

10
.9

%

70
～

79
歳

24
.3

%80
歳
以
上

13
.7

%

無
回
答

0.
0%

n=
61

3

 
同

居
世

帯
人

数
（

問
２

）
＜

単
数

回
答

＞
 

2
人
世
帯
が
約

３
分
の
１
と
最

も
多
い
 

「
２

人
」

が
34

.6
%

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

３
人

」
が

19
.4

%
、

「
１

人
」

が
17

.6
%

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

単
身

世
帯

、
2

人
世

帯
で

過
半

数
を

占
め

て
い

る
。

       

 
同

居
家

族
と

の
間

柄
（

問
３

）
＜

複
数

回
答

＞
 

配
偶
者
と

の
同
居
が
約
７
割
、
1
8
歳
未
満
の
子

供
と
の
同
居
が

約
３
割
を
占
め

る
 

「
配

偶
者

」
が

75
.6

%
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
子

供
（

18
歳

以
上

）」
が

32
.1

%
、「

子
供

（
6

歳
以

上
18

歳

未
満

）」
が

18
.2

%
と

な
っ

て
い

る
。

 

 
 

 
同

居
の

高
齢

者
家

族
の

有
無

（
問

４
）

＜
単

数
回

答
＞

 

高
齢
者
家

族
の
い
る
世
帯
が
全
体
の
約
半
数

を
占
め
る
 

「
65

歳
以

上
の

家
族

は
い

な
い

」が
48

.1
%

と
最

も
多

い
も

の
の

、「
65

歳
以

上
の

家
族

が
い

る
」

が
31

.3
%

、「
家

族
全

員

が
65

歳
以

上
で

あ
る

」
が

15
.2

%
と

な
っ

て
お

り
、

46
.5

%
の

世
帯

に
高

齢
者

が
居

住
し

て
い

る
。

 

      

75
.6

12
.1

10
.5

18
.2

32
.1

8.
3

5.
5

2.
0 4.

2

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%

配
偶
者

親
（
配
偶
者
の
親
も
含
む
）

子
供
（

6 歳
未
満
）

子
供
（

6 歳
以
上

18
歳
未
満
）

子
供
（

18
歳
以
上
）

孫

そ
の
他
の
親
族

親
族
以
外

無
回
答

n=
61

3

１
人

17
.6

%

２
人

34
.6

%
３
人

19
.4

%

４
人

14
.8

%５
人
以
上

11
.7

%

無
回
答

1.
8%

n=
61

3

家
族
全
員
が

65
歳

以
上
で
あ
る

15
.2

%

65
歳
以
上
の

家
族
が
い
る

31
.3

%

65
歳
以
上
の

家
族
は
い
な
い

48
.1

%無
回
答

5.
4%

n=
61

3

64



 

 

 
居

住
地

区
（

問
５

）
＜

単
数

回
答

＞
 

旧
市
内
、

北
上
地
区
、
錦
田
地
区
、
中
郷
地

区
の
順
に
回
答

数
が
多
い
 

「
旧

市
内

」
に

住
む

方
が

33
.0

%
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
北

上
地

区
」

が
25

.3
%

、「
錦

田
地

区
」

が
20

.4
%

、「
中

郷
地

区
」

が
18

.4
%

と
な

っ
て

い
る

。
 

 

 

 

   

②
 

あ
な

た
の

お
住

ま
い

に
つ

い
て

 

 
住

宅
の

種
別

（
問

６
）

＜
単

数
回

答
＞

 

約
８
割
が

持
家
に
居
住
し

て
い
る
 

「
持

家
（

一
戸

建
）」

が
68

.2
%

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

民

間
の

賃
貸

住
宅

（
集

合
住

宅
）」

が
13

.7
%

、「
持

家
（

集
合

住

宅
）」

が
9.

3%
と

な
っ

て
い

る
。

 

一
戸

建
と

集
合

住
宅

を
合

わ
せ

た
持

家
世

帯
が

全
体

の

77
.5

％
を

占
め

て
い

る
。

ま
た

、
持

家
、

借
家

を
合

わ
せ

た
集

合
住

宅
に

は
23

.0
％

が
居

住
し

て
い

る
。

 

     

 
住

宅
の

広
さ

（
問

７
）

＜
単

数
回

答
＞

 

7
0
㎡
以
上
の

住
宅
が
過
半
数
を
占
め
る
 

「
10

0
㎡

～
15

0
㎡

未
満

」
が

26
.8

%
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
50

㎡
～

70
㎡

未
満

」
が

17
.9

%
、「

70
㎡

～
10

0
㎡

未
満

」
が

15
.7

%
、「

15
0

㎡
以

上
」

が
10

.0
%

と
な

っ
て

い
る

。
 

70
㎡

以
上

の
住

宅
に

居
住

し
て

い
る

世
帯

が
52

.5
％

を
占

め

て
い

る
。

 

    

旧
市
内

33
.0

%

北
上
地
区

25
.3

%

錦
田
地
区

20
.4

%

中
郷
地
区

18
.4

%

無
回
答

2.
9%

n=
61

3

持
家
（
一
戸
建
）

68
.2

%

持
家
（
集
合
住
宅
）

9.
3%

民
間
の

賃
貸
住
宅

（一
戸
建
）

2.
4%民
間
の

賃
貸
住
宅

（
集
合
住
宅
）

13
.7

%

社
宅
・
公
務
員

住
宅
な
ど
の

給
与
住
宅

2.
0%

市
営
・
県
営
等

の
公
営
住
宅

2.
8%

そ
の
他

1.
6% 無
回
答

0.
0%

n=
61

3

25
㎡
未
満

4.
1%

25
㎡
以
上
～

30
㎡
未
満

5.
5%

30
㎡
以
上
～

40
㎡
未
満

8.
5%

40
㎡
以
上
～

50
㎡
未
満

7.
5%

50
㎡
以
上
～

70
㎡
未
満

17
.9

%
70
㎡
以
上
～

10
0 ㎡
未
満

15
.7

%

10
0 ㎡
～

15
0㎡
未
満

26
.8

%

15
0 ㎡
以
上

10
.0

%

無
回
答

4.
1%

n=
61

3

 
住

宅
の

建
築

年
（

問
８

）
＜

単
数

回
答

＞
 

昭
和

55
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住

宅
が
２
割
を
超

え
る
 

「
平

成
3～

12
年

」が
20

.9
%

と
最

も
多

く
、次

い
で「

平

成
13

～
22

年
」

が
19

.7
%

、「
昭

和
56

～
平

成
2

年
」

が

19
.1

%
、「

昭
和

46
～

55
年

」
が

15
.7

%
、「

平
成

23
年

以

降
」

が
14

.5
%

、「
昭

和
45

年
以

前
」

が
8.

2%
と

な
っ

て
い

る
。

 

昭
和

55
年

以
前

の
旧

耐
震

基
準

で
建

て
ら

れ
た

住
宅

は

23
.9

％
を

占
め

て
い

る
。

 

   

 
住

宅
の

構
造

（
問

９
）

＜
単

数
回

答
＞

 

木
造
住
宅

が
全
体
の
６
割
以
上
を
占
め
る
 

「
木

造
」

が
60

.4
%

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー

ト
（

R
C

）
造

」
が

15
.8

%
、「

鉄
骨

（
S）

造
」

が
14

.4
%

、「
鉄

骨

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

（
SR

C
）

造
」

が
4.

4%
と

な
っ

て
い

る
。

 

       

 
住

宅
の

1
か

月
あ

た
り

の
住

居
費

（
問

10
）

＜
単

数
回

答
＞

 

約
５
割
の

世
帯
に
住
居
費

の
支
払
い
が
あ
り

、
1
0
万
円
以
上
の

住
居
費
が
必
要

な
世
帯
は
全
世
帯

の
約

1
割
 

「
０

円
(支

払
い

な
し

)」
が

48
.5

%
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
５

万
円

以
上

～
10

万
円

未
満

」
が

27
.1

%
、「

1
円

以
上

～

5
万

円
未

満
」

が
10

.8
%

と
な

っ
て

い
る

。
 

住
居

費
の

支
払

い
が

あ
る

世
帯

は
49

.1
％

と
な

っ
て

お
り

、

そ
の

う
ち

10
万

円
以

上
の

負
担

が
あ

る
世

帯
は

、
全

世
帯

の

11
.2

%
と

な
っ

て
い

る
。

 

      
 

昭
和

45
年
以
前

8.
2%

昭
和

46
～

55
年

15
.7

%

昭
和

56
～

平
成

2 年
19

.1
%

平
成

3 ～
12
年

20
.9

%

平
成

13
～

22
年

19
.7

%

平
成

23
年

以
降

14
.5

%無
回
答

2.
0%

n=
61

3

０
円

(支
払
い

な
し

)
48

.5
%

１
円
以
上
～
５
万
円
未
満

10
.8

%

５
万
円
以
上
～

10
万
円
未
満

27
.1

%

10
万
円
以
上
～

15
万
円
未
満

8.
8%

15
万
円
以
上
～

20
万
円
未
満

1.
1%

20
万
円
以
上

1.
3%

無
回
答

2.
4%

n=
61

3

木
造

60
.4

%
鉄
骨
（

S）
造

14
.4

%

鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
（

RC
）
造

15
.8

%

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
（S

RC
）
造

4.
4%

そ
の
他
（P

C 造
、

CB
造
な
ど
）

2.
4%

無
回
答

2.
6%

n=
61

3

65



 

 

 
住

ま
い

で
改

善
し

た
い

点
（

問
11

）
＜

複
数

回
答

＞
 

水
回
り
や

屋
根
、
外
壁
な
ど
を
改
善
し
た
意

向
が
多
い
 

「
特

に
な

い
」

を
除

く
と

、「
台

所
、

風
呂

場
、

洗
面

所
な

ど
の

水
回

り
の

変
更

」
が

29
.7

%
と

最
も

多
く

、
次

い

で
「

屋
根

、
外

壁
の

改
修

」
が

21
.2

%
、「

生
活

上
の

安
全

対
策

（
床

の
フ

ラ
ッ

ト
化

、
壁

の
出

隅
の

安
全

処
理

、
家

具
固

定
な

ど
）」

が
18

.6
%

と
な

っ
て

い
る

。
 

年
代

別
に

み
る

と
、「

台
所

、
風

呂
場

、
洗

面
所

な
ど

の
水

回
り

の
変

更
」

で
は

「
39

歳
以

下
」

や
「

40
～

64
歳

」

の
約

35
％

が
選

択
し

た
の

に
対

し
、「

65
歳

以
上

」
か

ら
は

約
25

％
し

か
選

択
さ

れ
ず

、「
屋

根
、

外
壁

の
改

修
」

で
は

「
39

歳
以

下
」

か
ら

の
回

答
が

約
5％

に
と

ど
ま

っ
た

の
に

対
し

、
そ

れ
以

上
の

年
代

か
ら

は
20

％
以

上
の

回
答

が
み

ら
れ

る
な

ど
、

多
く

の
項

目
で

年
代

ご
と

に
異

な
る

傾
向

が
み

ら
れ

た
。

 

 
  

 

29
.7

21
.2

18
.6

17
.9

16
.2

14
.7

12
.7

11
.9

10
.9

7.
2

5.
2

4.
6 5.

9

27
.6

2.
9

34
.7

5.
3 6.

7

13
.3

8.
0

25
.3

14
.7

6.
7

13
.3

8.
0 9.

3

4.
0

13
.3

29
.3

1.
3

34
.5

21
.8

16
.0

20
.6

12
.2

18
.5

16
.4

7.
6

13
.0

8.
4

8.
4

4.
6 5.
0

26
.5

2.
1

24
.7

24
.7

23
.7

17
.0

21
.3

9.
0 9.
3

16
.7

8.
7

6.
0

1.
7

4.
7

4.
7

28
.0

4.
0

0%
5%

10
%

15
%

20
%

25
%

30
%

35
%

40
%

台
所
、
風
呂
場
、
洗
面
所
な
ど
の
水
回
り
の
変
更

屋
根
、
外
壁
の
改
修

生
活
上
の
安
全
対
策
（
床
の
フ
ラ
ッ
ト
化
、
壁
の
出
隅
の
安

全
処
理
、
家
具
固
定
な
ど
）

外
構
の
改
善
（
垣
柵
塀
、
生
垣
、
花
壇
の
整
備
、
庭
木
の
植

え
直
し
及
び
剪
定
、
駐
車
場
の
整
備
な
ど
）

耐
震
改
修

間
取
り
の
変
更

省
エ
ネ
対
策
（省
エ
ネ
サ
ッ
シ
へ
の
取
替
え
、
外
断
熱
な
ど
）

ト
イ
レ
、
風
呂
場
、
廊
下
の
手
す
り
の
設
置

汚
れ
を
落
と
し
や
す
い
壁
や
床
材
へ
の
変
更

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
（
ソ
ー
ラ
ー
発
電
、
風
力
発
電
、

太
陽
熱
利
用
設
備
な
ど
）

部
屋
の
増
築

オ
ー
ル
電
化
設
備
の
導
入

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

総
数

(n
=6

13
)

39
歳
以
下

(n
=7

5)

40
～

64
歳

(n
=2

38
)

65
歳
以
上

(n
=3

00
)

 
改

善
に

支
障

と
な

っ
て

い
る

こ
と

（
問

12
）

＜
複

数
回

答
＞

 

資
金
が
確

保
で
き
な
い
こ
と
や
賃
貸
住
宅
で

あ
る
こ
と
が
、

住
宅
改
修
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
 

「
特

に
な

い
」

を
除

く
と

、「
十

分
な

資
金

が
確

保
で

き
な

い
」

が
37

.4
%

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

賃
貸

住
宅

な

の
で

大
規

模
な

リ
フ

ォ
ー

ム
が

で
き

な
い

」
が

13
.1

%
、「

何
を

す
べ

き
か

判
断

で
き

な
い

」
が

7.
3%

と
な

っ
て

い

る
。

 

年
代

別
に

み
る

と
、「

十
分

な
資

金
が

確
保

で
き

な
い

」
で

は
「

39
歳

以
下

」
か

ら
の

回
答

が
他

年
代

と
比

較
し

て
や

や
少

な
い

反
面

、「
何

を
す

べ
き

か
判

断
で

き
な

い
」

で
は

や
や

多
く

な
っ

て
い

る
な

ど
、

特
に

「
39

歳
以

下
」

か
ら

の
回

答
状

況
に

顕
著

な
傾

向
が

み
ら

れ
る

。
 

 
 

 

 
住

ま
い

の
満

足
度

（
問

13
）

＜
単

数
回

答
＞

 

４
分
の
３

以
上
の
世
帯
が
住
ま
い
に
対
し
満

足
し
て
い
る
 

「
や

や
満

足
」

が
47

.1
%

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

満
足

」

が
29

.5
%

と
な

っ
て

お
り

、
住

ま
い

の
満

足
度

（「
満

足
」

と
「

や
や

満
足

」
の

合
計

）
は

76
.6

％
と

な
っ

て
い

る
。

 

 
 

37
.4

13
.1

7.
3

6.
5

5.
1

27
.2

4.
6

12
.2

25
.3

29
.3

8.
0

5.
3

4.
0

25
.3

8.
0

8.
0

41
.6

18
.5

5.
0 5.
5

5.
0

26
.9

2.
5

8.
4

37
.0

4.
7

9.
0

7.
7

5.
3

28
.0

5.
3

16
.3

0%
5%

10
%

15
%

20
%

25
%

30
%

35
%

40
%

45
%

50
%

十
分
な
資
金
が
確
保
で
き
な
い

何
を
す
べ
き
か
判
断
で
き
な
い

適
切
な
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
見
つ
け
ら
れ
な
い

情
報
が
少
な
い
、
見
つ
け
ら
れ
な
い

賃
貸
住
宅
な
の
で
大
規
模
な
リ
フ
ォ
ー
ム
が
で
き
な
い

特
に
な
い

そ
の
他

無
回
答

総
数

(n
=6

13
)

39
歳
以
下

(n
=7

5)
40
～

64
歳

(n
=2

38
)

65
歳
以
上

(n
=3

00
)

満
足

29
.5

%

や
や
満
足

47
.1

%

や
や
不
満

17
.0

%不
満

3.
9%
無
回
答

2.
4%

n=
61

3

66



 

 

③
 

今
後

の
暮

ら
し

方
に

つ
い

て
 

 
現

在
の

同
居

・
近

居
の

状
況

（
問

14
）

＜
単

数
回

答
＞

 

親
世
帯
と

同
居
し
て
い
る
世
帯
は
約
１
割
、

子
世
帯
と
同
居

し
て
い
る
世
帯
は
約
４
分
の
１
 

親
世

帯
に

関
し

て
「

い
な

い
」

が
40

.9
%

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

三
島

市
外

に
住

ん
で

い
る

」
が

19
.2

%
、「

三

島
市

内
に

住
ん

で
い

る
」が

11
.4

%
、「

同
居

し
て

い
る

」が
10

.1
%

と
な

っ
て

お
り

、親
世

帯
が

い
る

世
帯

は
40

.7
％

と
な

っ
て

い
る

。
 

ま
た

、
子

世
帯

に
関

し
て

は
「

同
居

し
て

い
る

」
が

24
.5

%
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
い

な
い

」
が

24
.3

%
、「

三

島
市

外
に

住
ん

で
い

る
」

が
18

.6
%

、「
三

島
市

内
に

住
ん

で
い

る
」

が
10

.3
%

と
な

っ
て

お
り

、
子

世
帯

が
い

る
世

帯
は

53
.4

％
と

な
っ

て
い

る
。

 

①
親
世
帯
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
②
子
世
帯

に
つ
い
て
 

 
 

 
 

 

 
将

来
の

同
居

・
近

居
の

意
向

（
問

15
）

＜
単

数
回

答
＞

 

親
世
帯
と

の
近
居
を
５
割
、
子
世
帯
と
の
近

居
を
約
４
割
が

望
ん
で
い
る
 

親
世

帯
に

関
し

て
「

近
く

(同
じ

市
区

町
村

)で
暮

ら
し

た
い

」
が

50
.0

%
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
同

居
し

た
い

」

が
23

.2
%

、「
離

れ
て

(別
の

市
区

町
村

)で
暮

ら
し

た
い

」
が

21
.2

%
と

な
っ

て
い

る
。

 

ま
た

子
世

帯
に

関
し

て
は

「
近

く
(同

じ
市

区
町

村
)で

暮
ら

し
た

い
」

が
37

.3
%

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

同
居

し
た

い
」

が
21

.1
%

、「
離

れ
て

(別
の

市
区

町
村

)で
暮

ら
し

た
い

」
が

10
.7

%
と

な
っ

て
い

る
。

 

①
親
世
帯
に
つ

い
て
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
②
子
世
帯
に
つ
い
て
 

 
 
 
 

 

親
世
帯
と
同
居

し
て
い
る

10
.1

%

親
世
帯
が
市
内

に
住
ん
で
い
る

11
.4

%

親
世
帯
が
市
外

に
住
ん
で
い
る

19
.2

%
親
世
帯
は
い
な
い

40
.9

%

無
回
答

18
.3

%

n=
61

3

子
世
帯
と
同
居

し
て
い
る

24
.5

%

子
世
帯
が
市
内

に
住
ん
で
い
る

10
.3

%

子
世
帯
が
市
外

に
住
ん
で
い
る

18
.6

%

子
や
子
世
帯

は
い
な
い

24
.3

%

無
回
答

22
.3

%

n=
61

3

親
世
帯
と
同
居

し
た
い

23
.2

%

親
世
帯
の
近
く

( 同
じ
市
区
町
村

)
で
暮
ら
し
た
い

50
.0

%

親
世
帯
と
離
れ
て

( 別
の
市
区
町
村

)
で
暮
ら
し
た
い

21
.2

%無
回
答

5.
6%

n=
25

0

子
世
帯
と
同
居

し
た
い

21
.1

%

子
世
帯
の
近
く

(同
じ
市
区
町
村

)
で
暮
ら
し
た
い

37
.3

%
子
世
帯
と
離
れ
て

(別
の
市
区
町
村

)
で
暮
ら
し
た
い

10
.7

%

無
回
答

30
.9

%

n=
32

7

 
将

来
、

持
ち

家
に

自
分

が
居

住
し

な
く

な
っ

た
際

の
予

定
（

問
16

）
＜

単
数

回
答

＞
 

３
分
の
１

以
上
の
住
宅
で
将
来
自
分
が
居
住

し
な
く
な
っ
た

後
の
持
ち
家
の
予
定
を
決
め
ら
れ
て
い
な
い
。
 

「
子

世
代

等
に

相
続

し
た

い
」が

46
.3

%
と

最
も

多
い

も
の

の
、

次
い

で
「

現
時

点
で

は
何

も
考

え
て

い
な

い
」

が
34

.9
%

と
多

く
、

３
分

の
１

以
上

の
住

宅
で

将
来

自
分

が
居

住
し

な
く

な
っ

た
後

の
持

ち
家

の
予

定
を

決
め

ら
れ

て
い

な
い

。
 

      

④
 

定
住

・
住

み
替

え
の

意
向

に
つ

い
て

 

 
市

内
に

住
み

続
け

て
い

る
理

由
（

問
17

）
＜

複
数

回
答

＞
 

自
然
環
境

や
利
便
性
の
良
さ
か
ら
住
み
続
け

て
い
る
方
が
多

い
 

「
緑

や
水

辺
・

空
気

等
の

自
然

環
境

が
良

い
か

ら
」

が
45

.2
%

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

日
常

の
買

い
物

の
利

便

性
が

良
い

か
ら

」
が

39
.8

%
、「

公
共

交
通

機
関

の
利

用
が

便
利

だ
か

ら
」

が
36

.7
%

と
な

っ
て

い
る

。
 

 
 

 

45
.2

39
.8

36
.7

36
.4

22
.8

22
.7

19
.6

17
.8

16
.5

15
.5

15
.2

10
.3

6.
2

5.
7

5.
5

5.
2

3.
9

3.
3

2.
8

9.
5

3.
1

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%

緑
や
水
辺
・
空
気
等
の
自
然
環
境
が
良
い
か
ら

日
常
の
買
い
物
の
利
便
性
が
良
い
か
ら

公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
便
利
だ
か
ら

通
勤
・
通
学
の
利
便
性
が
良
い
か
ら

街
並
み
や
景
観
が
良
い
か
ら

病
院
等
の
医
療
施
設
の
利
用
が
便
利
だ
か
ら

先
祖
代
々
住
ん
で
い
る
か
ら

友
人
・
知
人
が
住
ん
で
い
る
か
ら

親
族
が
住
ん
で
い
る
か
ら

希
望
す
る
間
取
り
、
面
積
の
住
宅
だ
か
ら

治
安
が
良
い
か
ら
、
防
犯
対
策
が
さ
れ
て
い
る
か
ら

子
育
て
・
教
育
環
境
が
良
い
か
ら

地
域
住
民
と
の
交
流
や
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ活
動
が
活
発
だ
か
ら

福
祉
・介
護
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る
か
ら

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
か
ら

住
宅
の
購
入
価
格
・
家
賃
等
が
適
切
だ
か
ら

文
化
・
ﾚ
ｸ
ﾘ
ｴ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
施
設
が
充
実
し
て
い
る
か
ら

様
々
な
行
政
支
援
が
充
実
し
て
い
る
か
ら

ま
ち
の
災
害
対
策
が
さ
れ
て
い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

子
世
代
等
に

相
続
し
た
い

46
.3

%

売
却
し
た
い

12
.6

%

賃
貸
住
宅
と
し
て
貸
し
た
い

1.
5%

寄
付
・
贈

与
し
た
い

0.
6%

現
時
点
で
は

何
も
考
え
て

い
な
い

34
.9

%

無
回
答

4.
0%

n=
47

5

n=
61

3 

67



 

 

 
三

島
市

市
内

で
の

居
住

期
間

（
問

18
）

＜
単

数
回

答
＞

 

市
内
に

2
0
年
以
上
住
み
続
け
て

い
る
方
が
７
割
を

占
め
る
 

「
20

年
以

上
」

が
70

.0
%

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

１
年

以
上

～
５

年
未

満
」

が
7.

3%
、「

10
年

以
上

～
15

年
未

満
」

が
6.

9%

と
な

っ
て

い
る

。
 

      

 

 
今

後
理

想
と

な
る

勤
務

地
と

住
ま

い
の

考
え

方
（

問
19

）
＜

単
数

回
答

＞
 

約
７
割
が

今
後
も
市
内
近
郊
で
働
き
、
市
内

に
住
み
続
け
た

い
と
し
て
い
る
 

「
市

内
近

郊
で

働
き

、市
内

に
住

み
続

け
た

い
」が

69
.2

%

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

市
外

に
住

み
替

え
た

い
」

が
5.

2%
、

「
県

外
で

働
き

た
い

が
、市

内
に

住
み

続
け

た
い

」が
3.

4%
、

「
平

日
は

市
外

に
居

住
し

な
が

ら
働

き
、

週
末

は
三

島
市

で

過
ご

し
た

い
」

が
1.

1%
と

な
っ

て
い

る
。

 

 

     

 
住

み
替

え
た

い
自

治
体

の
候

補
（

問
19

-②
）

＜
単

数
回

答
＞

 

住
み
替
え

先
の
希
望
は
、
「
静
岡

県
内
の
他
市
町
村

」
が
約
３
分
の
１
と
最
も
多
い
 

「
分

か
ら

な
い

」
を

除
く

と
、「

静
岡

県
内

の
他

市
町

村
」

が
33

.3
%

と
最

も
多

く
、次

い
で「

他
都

道
府

県
」が

30
.8

%

と
な

っ
て

い
る

。
 

         

１
年
未
満

2.
6%

１
年
以
上
～

５
年
未
満

7.
3%
５
年
以
上
～

10
年
未
満

6.
7% 10
年
以
上
～

15
年
未
満

6.
9%

15
年
以
上
～

20
年
未
満

5.
1%

20
年
以
上

70
.0

%

無
回
答

1.
5%

n=
61

3

市
内
近
郊
で
働
き
、

市
内
に
住
み
続
け
た
い

69
.2

%
県
外
で
働
き
た
い

が
、
市
内
に
住
み

続
け
た
い

3.
4%

市
外
に
住
み

替
え
た
い

5.
2%

平
日
は
市
外
に
居
住
し

な
が
ら
働
き
、
週
末
は

三
島
市
で
過
ご
し
た
い

1.
1%

無
回
答

21
.0

%

n=
61

3

静
岡
県
内
の

他
市
町

33
.3

%

他
都
道
府
県

30
.8

%
国
外

5.
1%

分
か
ら
な
い

28
.2

%

無
回
答

2.
6%

n=
39

 
住

み
替

え
る

場
合

の
住

宅
（

問
20

）
＜

単
数

回
答

＞
 

現
在
の
住

宅
よ
り
、
市
営
・
県
営
等
の
公
営

住
宅
へ
の
居
住

意
向
が
高
い
 

「
持

家
（

一
戸

建
）」

が
56

.0
%

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

民
間

の
賃

貸
住

宅
（

集
合

住
宅

）」
が

11
.1

%
、「

持

家
（

集
合

住
宅

）」
が

8.
3%

と
な

っ
て

い
る

。
 

現
在

の
住

宅
（

問
６

）
と

比
較

す
る

と
、「

持
家

（
一

戸
建

）」
へ

の
居

住
意

向
が

約
12

ポ
イ

ン
ト

低
く

な
り

、

「
市

営
・

県
営

等
の

公
営

住
宅

」
へ

の
居

住
意

向
が

約
4

ポ
イ

ン
ト

高
く

な
っ

て
い

る
。
 

    

⑤
 

暮
ら

し
方

・
働

き
方

の
変

化
に

つ
い

て
 

 
現

状
の

勤
務

体
系

（
問

21
）

＜
単

数
回

答
＞

 

（
令
和
３

年
３
月
時
点
で
）
半
数
以
上
が
職

場
に
ほ
ぼ
毎
日

出
勤
し
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
 

「
ほ

ぼ
毎

日
職

場
に

出
勤

し
て

い
る

」
が

51
.9

%
と

最
も

多

く
、

次
い

で
「

ほ
ぼ

毎
日

在
宅

で
勤

務
し

て
い

る
」

が
6.

5%
、

「
週

に
１

日
～

２
日

程
度

は
在

宅
で

勤
務

し
て

い
る

」
が

4.
4%

、「
週

の
半

分
以

上
は

在
宅

で
勤

務
し

て
い

る
」

が
3.

1%

と
な

っ
て

い
る

。
 

     

 
今

後
の

勤
務

体
系

見
込

み
（

問
22

）
＜

単
数

回
答

＞
 

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
終
息
後
も
、
１

割
以
上
が
在
宅

勤
務
を
続
け
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
。
 

「
今

後
ど

う
す

る
か

は
分

か
ら

な
い

」
が

29
.9

%
と

最
も

多
い

も
の

の
、次

い
で「

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

が
収

ま
れ

ば
、

原
則

職
場

に
出

勤
す

る
」

が
22

.7
%

、「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
状

況
に

関
わ

ら
ず

、
今

後
も

在
宅

勤
務

を
続

け
る

」
が

11
.9

%
と

な
っ

て
お

り
、

１
割

以
上

が
在

宅
勤

務
を

続
け

る
見

込

み
と

な
っ

て
い

る
。
 

   

 
 

持
家
（
一
戸
建
）

56
.0

%

持
家
（
集
合
住
宅
）

8.
3%

民
間
の
賃
貸
住

宅
（一
戸
建
）

2.
1%

民
間
の
賃
貸
住

宅
（
集
合
住
宅
）

11
.1

%

社
宅
・
公
務

員
住
宅
な
ど

の
給
与
住
宅

0.
5%

市
営
・
県
営
等

の
公
営
住
宅

6.
7%

そ
の
他

6.
2%

無
回
答

9.
1%

n=
61

3

ほ
ぼ
毎
日
職
場
に

出
勤
し
て
い
る

51
.9

%

週
に
１
日
～
２
日
程
度
は

在
宅
で
勤
務
し
て
い
る

4.
4%

週
の
半
分
以
上
は
在
宅

で
勤
務
し
て
い
る

3.
1%

ほ
ぼ
毎
日
在
宅

で
勤
務
し
て
い
る

6.
5%

無
回
答

34
.1

%

n=
61

3

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
今
後

も
在
宅
勤
務
を
続
け
る

11
.9

% 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が

収
ま
れ
ば
、
原
則

職
場
に
出
勤
す
る

22
.7

%
今
後
ど
う
す
る
か
は

分
か
ら
な
い

29
.9

%

無
回
答

35
.6

%

n=
61

3

68



 

 

 
働

き
方

の
変

化
に

伴
い

、
求

め
る

支
援

（
問

23
）

＜
単

数
回

答
＞

 

働
き
方
の

変
化
に
伴
う
多
様
な
支
援
の
意
向

が
み
ら
れ
る
 

「
在

宅
勤

務
を

行
う

こ
と

で
、

新
た

に
必

要
と

な
る

費
用

に
対

す
る

支
援

（
電

気
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
な

ど
）」

が

19
.2

%
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
自

宅
で

働
き

や
す

く
す

る
た

め
の

リ
フ

ォ
ー

ム
支

援
」

が
14

.2
%

、「
自

宅
の

近
隣

で
作

業
で

き
る

ワ
ー

ク
ス

ペ
ー

ス
の

提
供

」
が

13
.2

%
な

っ
て

い
る

。
年

代
別

に
み

る
と

、「
在

宅
勤

務
を

行
う

こ
と

で
、

新
た

に
必

要
と

な
る

費
用

に
対

す
る

支
援

（
電

気
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
な

ど
）」

や
「

よ
り

広
い

住
宅

へ
の

住
み

替
え

へ
の

支
援

」
の

項
目

で
「

39
歳

以
下

」
か

ら
の

回
答

が
比

較
的

多
く

、
全

体
的

に
若

い
年

代
か

ら
の

需
要

が
う

か
が

え
る

。
 

 

 
 

19
.2

14
.2

13
.2

11
.4

11
.9

43
.946

.7

20
.0 24

.0

32
.0

10
.7

5.
3

29
.0

20
.2

18
.5

13
.4 15

.5

24
.4

4.
7 8.

0

6.
3

4.
7

9.
3

69
.0

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%

在
宅
勤
務
を
行
う
こ
と
で
、
新
た
に
必
要
と
な
る
費
用
に

対
す
る
支
援
（電
気
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
）

自
宅
で
働
き
や
す
く
す
る
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

自
宅
の
近
隣
で
作
業
で
き
る
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
の
提
供

よ
り
広
い
住
宅
へ
の
住
み
替
え
へ
の
支
援

そ
の
他

無
回
答

総
数
（

n=
61

3）
39
歳
以
下
（

n=
75
）

40
～

64
歳
（

n=
23

8）
65
歳
以
上
（

n=
30

0）

⑥
 

市
営

住
宅

に
つ

い
て

 

 
市

営
住

宅
に

住
む

と
し

た
際

に
希

望
す

る
地

域
（

問
24

）
＜

１
～

３
位

を
１

つ
ず

つ
回

答
＞

 

南
二
日
町

、
日
の
出
町
が
多
く
希
望
さ
れ
て

い
る
 

1
位

を
見

る
と

、「
南

二
日

町
」

が
16

.2
%

と
最

も
多

く
、

次
い

で
、「

日
の

出
町

」
が

15
.0

%
、「

谷
田

」
が

10
.1

%

と
な

っ
て

い
る

。
1

位
か

ら
3

位
ま

で
の

合
計

で
も

、「
南

二
日

町
」

と
「

日
の

出
町

」
が

多
く

、
35

％
を

超
え

て
い

る
。

 

 

 

 
市

営
住

宅
に

住
む

と
し

た
際

に
希

望
し

な
い

地
域

（
問

24
）

＜
１

～
３

位
を

１
つ

ず
つ

回
答

＞
 

柳
郷
地
を

希
望
し
な
い
割
合
が
最
も
多
い
 

1
位

を
見

る
と

、「
柳

郷
地

」
が

14
.7

%
と

最
も

多
く

、
次

い
で

、「
梅

名
」

が
14

.5
%

、「
千

枚
原

」
が

10
.1

%
と

な
っ

て
い

る
。

1
位

か
ら

3
位

ま
で

の
合

計
で

も
同

様
に

、「
柳

郷
地

」「
梅

名
」「

千
枚

原
」

の
順

に
多

く
な

っ
て

お

り
、「

柳
郷

地
」

は
30

％
を

超
え

て
い

る
。
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0 10

.1

2.
4

8.
2

3.
3 4.

7
0.

8 1.
5

0.
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南
二
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日
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出
町

加
茂

谷
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藤
代
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徳
倉
３
丁
目

光
ヶ
丘
２
丁
目

梅
名

旭
ヶ
丘

千
枚
原

柳
郷
地 中

1位
(n

=6
13

)
2位

(n
=6

13
)

3位
(n

=6
13

)
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6.
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3 2.
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柳
郷
地

梅
名

千
枚
原

光
ヶ
丘
２
丁
目

徳
倉
３
丁
目 中

加
茂

旭
ヶ
丘

藤
代
町

谷
田

南
二
日
町

日
の
出
町

1位
(n

=6
13

)
2位

(n
=6

13
)

3位
(n

=6
13

)
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市

営
住

宅
に

住
む

条
件

と
し

て
、

求
め

る
設

備
等

（
問

25
）

＜
複

数
回

答
＞

 

日
常
の
買

い
物
や
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性

が
重
視
さ
れ
や

す
い
 

「
浴

槽
及

び
給

湯
器

が
設

置
さ

れ
て

い
る

」
が

70
.6

%
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
駐

車
場

が
あ

る
」

が
70

.3
%

、

「
防

音
性

能
が

高
い

」
が

65
.1

%
、「

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

が
あ

る
」

が
59

.1
%

と
な

っ
て

い
る

。
年

代
別

に
み

る
と

、
特

に
上

位
に

挙
げ

ら
れ

た
項

目
は

年
代

が
下

が
る

ほ
ど

に
回

答
が

多
く

な
る

な
ど

、
そ

れ
ぞ

れ
の

傾
向

の
違

い
が

み
ら

れ
た

。
 

 

 
 

70
.6

70
.3

65
.1

59
.1

53
.5

45
.0

40
.0

38
.8

26
.9

26
.1

22
.8

22
.8

19
.7

14
.0

8.
0

18
.4

89
.3 93

.3

90
.7

68
.0 72

.0

25
.3

40
.0

14
.7 21

.3

20
.0

13
.3

36
.0

9.
3 10

.7

12
.0

1.
3

81
.9

82
.8

79
.8

66
.0

66
.0

48
.3

48
.7

32
.8

30
.7

28
.2

21
.4 28

.2

18
.1

16
.0

11
.8

8.
0

57
.0

54
.7

47
.0 51

.3

39
.0

47
.3

33
.0

49
.7

25
.3

26
.0

26
.3

15
.3

23
.7

13
.3

4.
0

31
.0

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

浴
槽
及
び
給
湯
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る

駐
車
場
が
あ
る

防
音
性
能
が
高
い

エ
レ
ベ
ー
タ
が
あ
る

モ
ニ
タ
ー
付
き
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る

住
戸
内
に
段
差
が
無
い
（
バ
リ
ア
フ
ー
化
）

住
戸
と
は
別
に
倉
庫
が
あ
る

室
内
に
手
す
り
が
設
置
さ
れ
て
い
る
（
玄
関
・
浴
室
・
便
所
な
ど
）

木
の
あ
た
た
か
み
の
あ
る
る
仕
上
げ
と
な
っ
て
い
る

IH
コ
ン
ロ
が
設
置
で
き
る

畳
敷
き
の
部
屋
が
あ
る

全
室
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
あ
る

住
民
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
図
る
こ
と
で
き
る
施
設
（
集
会
所
な

ど
）
が
あ
る

植
栽
が
充
実
し
て
い
る

そ
の
他

無
回
答

総
数
（

n=
61

3 ）

39
歳
以
下
（

n=
75
）

40
～

64
歳
（

n=
23

8 ）

65
歳
以
上
（

n=
30

0）

⑦
 

市
の

住
宅

施
策

に
つ

い
て

 

 
市

の
住

宅
施

策
に

対
す

る
満

足
度

（
問

26
）

＜
各

項
目

へ
の

単
数

回
答

＞
 

自
然
環
境

の
保
全
に
関
す
る
施
策
の
満
足
度

が
高
い
 

住
宅

施
策

別
に

満
足

度
（「

満
足

」
と

「
ま

あ
満

足
」

の
合

計
）

を
み

る
と

、「
持

家
取

得
支

援
」「

子
育

て
世

帯
へ

の
住

宅
支

援
」「

空
き

家
や

中
古

物
件

の
有

効
活

用
」

を
除

く
全

て
の

施
策

で
、

満
足

度
が

不
満

率
（「

不
満

」
と

「
や

や
不

満
」

の
合

計
）

を
上

回
っ

て
お

り
、

特
に

「
緑

豊
か

で
う

る
お

い
の

あ
る

ま
ち

の
保

全
・

育
成

」
で

は
、

満
足

度
が

64
.0

%
と

他
の

項
目

よ
り

高
く

な
っ

て
い

る
。

 

ま
た

、「
緑

豊
か

で
う

る
お

い
の

あ
る

ま
ち

の
保

全
・

育
成

」
に

加
え

、「
環

境
へ

配
慮

し
た

住
ま

い
づ

く
り

」、
「

田

園
と

調
和

し
た

良
質

な
住

宅
地

の
供

給
」、

「
健

康
で

豊
か

に
な

れ
る

ま
ち

づ
く

り
」

で
は

満
足

度
が

50
％

を
超

え
て

い
る

。
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良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
安
心
居
住

災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
住
ま
い
の
確
保

低
所
得
者
等
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備

環
境
へ
配
慮
し
た
住
ま
い
づ
く
り

持
家
取
得
支
援

子
育
て
世
帯
へ
の
住
宅
支
援

空
き
家
や
中
古
物
件
の
有
効
活
用

移
住
・
交
流
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
地
域
情
報
の
発
信

密
集
市
街
地
に
お
け
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

緑
豊
か
で
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
の
保
全
・育
成

ま
ち
な
か
居
住
の
推
進

田
園
と
調
和
し
た
良
質
な
住
宅
地
の
供
給

健
康
で
豊
か
に
な
れ
る
ま
ち
づ
く
り

満
足

ま
あ
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

n=
61

3 

70



 

 

 
市

の
住

宅
施

策
に

対
す

る
重

要
度

（
問

26
）

＜
各

項
目

へ
の

単
数

回
答

＞
 

高
齢
者
・

障
が
い
者
福
祉
、
防
災
や
防
犯
に

関
す
る
施
策
の

重
要
度
が
高
い
 

全
て

の
施

策
で

重
要

度
（「

重
要

」
と

「
ま

あ
重

要
」

の
合

計
）

は
5

割
を

超
え

て
お

り
、「

高
齢

者
・

障
が

い
者

の
安

心
居

住
」

や
「

災
害

に
強

い
安

全
・

安
心

な
住

ま
い

の
確

保
」

の
項

目
で

重
要

度
が

80
%

以
上

と
非

常
に

高
く

な
っ

て
い

る
。

 

そ
れ

に
対

し
、「

ま
ち

な
か

居
住

の
推

進
」

や
「

田
園

と
調

和
し

た
良

質
な

住
宅

地
の

供
給

」
の

項
目

で
は

、
重

要

度
が

6
割

以
下

と
比

較
的

低
く

な
っ

て
い

る
。

 

 

 

 
 

36
.1

51
.7 60

.7

33
.4

34
.3
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.7 39

.0
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3.
6 1.
8

9.
8 7.

5

17
.3

7.
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9.
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24
.8 18
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1 0.

5

0.
7

1.
1 1.
0

2.
9 1.

1 1.
3

3.
1 1.
0

1.
3

4.
6

4.
2 1.

6

19
.6 15

.8

15
.7

17
.6

16
.5

17
.8

16
.6

15
.3

17
.1

17
.0

16
.6

17
.0

17
.6

16
.2

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
安
心
居
住

災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
住
ま
い
の
確
保

低
所
得
者
等
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備

環
境
へ
配
慮
し
た
住
ま
い
づ
く
り

持
家
取
得
支
援

子
育
て
世
帯
へ
の
住
宅
支
援

空
き
家
や
中
古
物
件
の
有
効
活
用

移
住
・
交
流
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
地
域
情
報
の
発
信

密
集
市
街
地
に
お
け
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

緑
豊
か
で
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
の
保
全
・
育
成

ま
ち
な
か
居
住
の
推
進

田
園
と
調
和
し
た
良
質
な
住
宅
地
の
供
給

健
康
で
豊
か
に
な
れ
る
ま
ち
づ
く
り

重
要

ま
あ
重
要

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い

重
要
で
は
な
い

無
回
答

n=
61

3 

 
住

宅
に

係
る

補
助

制
度

等
の

認
知

度
（

問
28

）
＜

各
項

目
へ

の
単

数
回

答
＞

 

地
震
対
策

事
業
に
関
す
る
施
策
の
認
知
度
が

高
い
 

「
地

震
対

策
事

業
」

を
除

い
て

、
全

て
の

施
策

で
認

知
度

（「
内

容
を

知
っ

て
い

て
利

用
し

た
こ

と
が

あ
る

」
と

「
内

容
は

知
っ

て
い

る
が

利
用

し
た

こ
と

は
な

い
」

の
合

計
）

は
2

割
以

下
で

あ
り

、「
既

存
住

宅
流

通
促

進
事

業
」

や
「

が
け

地
近

接
等

危
険

住
宅

移
転

事
業

」
や

「
ス

マ
ー

ト
ハ

ウ
ス

普
及

促
進

モ
デ

ル
地

区
住

宅
補

助
」

の
項

目
で

認
知

度
が

10
%

以
下

と
低

く
な

っ
て

い
る

。
 

 

 

  

⑧
 

居
住

し
て

い
な

い
住

宅
に

つ
い

て
 

 
市

内
に

誰
も

居
住

し
て

い
な

い
住

宅
を

所
有

し
て

い
る

か
（

問
30

）
＜

単
数

回
答

＞
 

市
民
の

3
.
8%
が
市
内
に
誰
も
居
住
し
て
い
な
い
住
宅
を
保
有
し

て
い
る
。
 

「
所

有
し

て
い

な
い

」
が

87
.8

%
と

最
も

多
く

、「
所

有
し

て

い
る

」
が

3.
8%

と
な

っ
て

い
る

。
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0%

既
存
住
宅
流
通
促
進
事
業

移
住
・
子
育
て
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

地
震
対
策
事
業

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
整
備
事
業

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
設
備
導
入
費
補
助

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
普
及
促
進
モ
デ
ル
地
区
住
宅
補
助

内
容
を
知
っ
て
い
て
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る

内
容
は
知
っ
て
い
る
が
利
用
し
た
こ
と
は
な
い

名
称
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
内
容
は
知
ら
な
い

聞
い
た
こ
と
が
な
い

無
回
答

n=
61

3 

所
有
し
て
い
る

3.
8%

所
有
し
て
い
な
い

87
.8

%

無
回
答

8.
5%

n=
61

3

71



 

 

※
以

下
の

設
問

は
、

居
住

し
て

い
な

い
物

件
別

に
回

答
・

集
計

し
て

い
る

た
め

、
 

１
人

が
複

数
物

件
に

つ
い

て
回

答
し

て
い

る
場

合
も

あ
る

。
 

 

 
居

住
し

て
い

な
い

物
件

の
利

用
の

状
況

（
問

31
①

）
＜

単
数

回
答

＞
 

利
用
し
て

い
る
が
約
４
割
、
利
用
し
て
い
な

い
が
約
１
割
、

借
り
手
を
探
し
て
い
る
が
約
４
分
の
１
 

「
セ

カ
ン

ド
ハ

ウ
ス

や
別

荘
等

と
し

て
利

用
し

て
い

る
」

が

34
.5

%
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
借

り
手

を
探

し
て

い
る

」
が

24
.1

%
、「

特
に

利
用

は
し

て
い

な
い

」
が

13
.8

%
と

な
っ

て
い

る
。 

ま
た

、
利

用
し

て
い

る
割

合
の

合
計

を
見

る
と

37
.9

%
と

な
っ

て
い

る
。

 

     

 
居

住
し

て
い

な
い

物
件

の
建

て
方

（
問

31
②

）
＜

単
数

回
答

＞
 

一
戸
建
が

約
８
割
、
共
同
住
宅
が
約
２
割
 

「
一

戸
建

」
が

82
.8

%
、「

共
同

住
宅

」
が

17
.2

%
と

な
っ

て
い

る
。 

        

 
居

住
し

て
い

な
い

物
件

の
構

造
（

問
31

③
）

＜
単

数
回

答
＞

 

木
造
が
約

７
割
、
鉄
骨
造

が
約
１
割
 

「
木

造
」

が
72

.4
%

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

鉄
骨

（
S）

造
」

が

13
.8

%
、「

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

（
R

C
）

造
」

が
6.

9%
と

な
っ

て
い

る
。
 

 

 
 

買
い
手
を
探
し
て
い
る

0.
0%

借
り
手
を
探
し

て
い
る

24
.1

%

寄
付
・
贈
与
先

を
探
し
て
い
る

0.
0%

物
置
等
と
し
て

利
用
し
て
い
る

3.
4%

セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
や
別
荘

等
と
し
て
利
用
し
て
い
る

34
.5

%

特
に
利
用
は

し
て
い
な
い

13
.8

%

そ
の
他

13
.8

%無
回
答

10
.3

%

n=
29

一
戸
建

82
.8

%

共
同
住
宅

17
.2

%

そ
の
他
（長
屋
建
な
ど
）

0.
0%

無
回
答

0.
0%

n=
29

木
造

72
.4

%

鉄
骨
（

S）
造

13
.8

%

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
（

RC
）
造

6.
9%

鉄
骨
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー

ト
（

SR
C）
造

0.
0%

そ
の
他
（

PC
造
、

CB
造
な
ど
）

0.
0%

無
回
答

6.
9%

n=
29

 
居

住
し

て
い

な
い

物
件

の
建

築
年

（
問

31
④

）
＜

単
数

回
答

＞
 

昭
和

55
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た

住
宅
が
８
割
を
超

え
る
 

「
昭

和
46

~
55

年
」

が
44

.8
%

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

昭

和
45

年
以

前
」

が
37

.9
%

、「
昭

和
56

~
平

成
2

年
」「

平
成

3~
12

年
」

が
6.

9%
と

な
っ

て
い

る
。

 

昭
和

55
年

以
前

の
旧

耐
震

基
準

で
建

て
ら

れ
た

住
宅

は
、

82
.7

%
と

な
っ

て
い

る
。
 

       

 
居

住
し

て
い

な
い

物
件

の
今

後
５

年
程

度
の

利
用

の
予

定
（

問
31

⑤
）

＜
単

数
回

答
＞

 

現
時
点
で

は
未
定
が
約

4
割
、
取
り
壊
し
た

い
が
約
４
分
の

１
を
占
め
る
 

「
現

時
点

で
は

未
定

」
が

37
.9

%
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
取

り
壊

し
た

い
」が

24
.1

%
、「

売
却

し
た

い
」が

13
.8

%
、

「
賃

貸
住

宅
と

し
て

貸
し

た
い

」
が

10
.3

%
と

な
っ

て
い

る
。
 

        

 
 

昭
和

45
年
以
前

37
.9

%

昭
和

46
～

55
年

44
.8

%

昭
和

56
～

平
成
２
年

6.
9%

平
成
３
～

12
年

6.
9%

平
成

13
～

22
年

0.
0%

平
成

23
年
以
降

3.
4%

無
回
答

0.
0%

n=
29

売
却
し
た
い

13
.8

%

賃
貸
住
宅
と
し

て
貸
し
た
い

10
.3

%

寄
付
・贈
与

し
た
い

0.
0%

再
び
居
住
し
た
い

（
リ
フ
ォ
ー
ム
ま
た

は
建
て
替
え
て
住

む
場
合
を
含
む
）

3.
4%

取
り
壊
し
た
い

24
.1

%

セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
な
ど

と
し
て
利
用
し
た
い

3.
4%

空
き
家
の
ま
ま

に
し
た
い

0.
0%

現
時
点
で
は

未
定

37
.9

%

そ
の
他

3.
4%

無
回
答

3.
4%

n=
29

72
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参
考

資
料

２
 

移
住

意
向

調
査

 

 

①
 

調
査

の
目

的
 

増
加

傾
向

に
あ

る
都

心
部

か
ら

の
移

住
を

検
討

し
て

い
る

方
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

こ
と

で
、

今
後

も
よ

り
一

層

市
外

・
県

外
か

ら
の

定
住

者
を

呼
び

込
む

施
策

の
検

討
を

行
う

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

 

②
 

調
査

対
象

・
人

数
 

・
東

京
都

、
神

奈
川

県
、

千
葉

県
、

埼
玉

県
に

居
住

し
て

お
り

、
東

京
都

ま
た

は
神

奈
川

県
に

就
業

し
て

い
る

人
 

・
現

在
住

ん
で

い
る

都
道

府
県

か
ら

の
５

年
以

内
の

移
住

を
検

討
し

て
い

る
人

 

・
45

歳
以

下
 

・
30

0
人

 
 

③
 

実
施

方
法

 

民
間

調
査

会
社

（
楽

天
イ

ン
サ

イ
ト

株
式

会
社

）
に

よ
る

w
eb

ア
ン

ケ
ー

ト
 

 

④
 

実
施

期
間

 

調
査

票
配

信
期

間
：

令
和

３
年

２
月

18
日

（
木

）
～

２
月

22
日

（
月

）
 

 

⑤
 

回
収

結
果

 

回
収

数
：

30
0

件
 

（
調

査
対

象
者

に
配

信
し

、
目

標
回

答
数

ま
で

回
答

を
受

け
付

け
る

た
め

、
対

象
者

数
＝

回
収

数
と

な
る

）
 

 

 

①
 

回
答

者
の

属
性

に
つ

い
て

 

 
年

齢
 

回
答
者
は

30
代
が
最
も
多
く
、

平
均
年
齢
は
約

3
4
.
20

歳
と
な
っ
て
い
る
 

回
答

者
の

年
代

は
「

30
代

」
が

41
.7

％
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
20

代
」

が
30

.0
％

、「
40

代
」

が
28

.3
％

の
順

に
多

く
な

っ
て

い
る

。
 

ま
た

、
平

均
年

齢
は

34
.2

0
歳

、
最

小
年

齢
が

21
.0

0
歳

、
最

大
年

齢
が

45
.0

0
歳

と
な

っ
て

い
る

。
 

    
 

10
代

0.
0%

20
代

30
.0

%

30
代

41
.7

%

40
代

28
.3

%

n=
30

0

 
性

別
 

回
答
者
の

性
別
は
男
性
が

53
.
3
％
、
女
性
が

46
.
7％

と
な
っ
て
い
る
 

回
答

者
の

性
別

と
し

て
は

、「
男

性
」

が
53

.3
％

、「
女

性
」

が

46
.7

％
と

男
性

が
や

や
多

く
な

っ
て

い
る

。
 

        

 
在

住
都

道
府

県
 

回
答
者
は

１
都
３
県
に
在
住
し
て
お
り
、
特

に
東
京
都
が
過

半
数
を
占
め
る
 

回
答

者
の

在
住

都
道

府
県

と
し

て
は

、「
東

京
都

」
が

58
.0

％
、

「
神

奈
川

県
」

が
27

.3
％

、「
埼

玉
県

」
が

7.
7％

、「
千

葉
県

」
が

7.
0％

の
順

に
多

く
な

っ
て

い
る

。
 

       

 
現

在
の

就
業

先
 

＜
単

数
回

答
＞

 

東
京
都
の

割
合
が
約
８
割
と
な
っ
て
い
る
 

就
業

先
に

つ
い

て
は

、
東

京
都

が
82

.7
％

、
神

奈
川

県
が

17
.3

％
と

な
っ

て
い

る
。

 

 

        

 
 

男
性

53
.3

%

女
性

46
.7

%

n=
30

0

埼
玉
県

7.
7%

千
葉
県

7.
0%

東
京
都

58
.0

%

神
奈
川
県

27
.3

%

n=
30

0

東
京
都

82
.7

%

神
奈
川
県

17
.3

%

n=
30

0

77



 

 

②
 

移
住

に
つ

い
て

 

 
移

住
を

希
望

す
る

理
由

（
問

１
）

＜
複

数
回

答
＞

 

リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
や
働
き
方
の
変
化
を
理
由

に
挙
げ
る
回
答

が
最
も
多
い
 

移
住

を
希

望
す

る
理

由
と

し
て

は
、「

リ
モ

ー
ト

ワ
ー

ク
等

、
働

き
方

の
変

化
に

よ
り

首
都

圏
居

住
の

必
要

性
が

低
く

な
っ

た
か

ら
」

が
32

.0
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

自
然

に
あ

ふ
れ

た
環

境
で

生
活

し
た

い
か

ら
」

や
「

子
育

て
・

教
育

に
適

し
た

環
境

で
生

活
し

た
い

か
ら

」
が

共
に

27
.0

％
、「

生
活

コ
ス

ト
を

削
減

し
た

い
か

ら
」

が
20

.3
％

の
順

に
な

っ
て

い
る

。
 

年
代

別
に

み
る

と
、

20
代

・
30

代
で

は
「

子
育

て
・

教
育

に
適

し
た

環
境

」
を

移
住

の
理

由
と

し
て

多
く

挙
げ

る
こ

と
や

、
40

代
で

は
「

働
き

方
の

変
化

」
を

理
由

と
し

て
挙

げ
る

傾
向

が
強

ま
る

な
ど

の
特

徴
が

あ
る

。
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14
.1

4.
7

8.
2

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
等
、
働
き
方
の
変
化
に
よ
り

首
都
圏
居
住
の
必
要
性
が
低
く
な
っ
た
か
ら

自
然
に
あ
ふ
れ
た
環
境
で
生
活
し
た
い
か
ら

子
育
て
・
教
育
に
適
し
た
環
境
で
生
活
し
た
い
か
ら

生
活
コ
ス
ト
を
削
減
し
た
い
か
ら

住
ん
で
み
た
い
場
所
が
あ
る
か
ら

都
会
の
生
活
に
疲
れ
た
か
ら

実
家
が
あ
る
か
ら

現
在
の
環
境
か
ら
離
れ
た
い
か
ら

趣
味
・
生
き
方
が
実
現
で
き
る
場
所
を
求
め
て
い
る
か
ら

移
住
し
て
や
り
た
い
仕
事
が
あ
る
か
ら

そ
の
他

総
数

(n
=3

00
)

20
代

(n
=9

0)

30
代

(n
=1

25
)

40
代

(n
=8

5)

 
移

住
後

の
仕

事
（

問
２

）
＜

単
数

回
答

＞
 

現
在
と
同

じ
仕
事
を
続
け
る
と
す
る
回
答
が

約
６
割
を
占
め

る
 

移
住

後
の

仕
事

に
つ

い
て

は
、「

現
在

と
同

じ
仕

事
を

続
け

、

移
住

先
か

ら
通

勤
す

る
」

が
37

.3
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

転

職
し

、
移

住
先

の
企

業
に

勤
務

す
る

」
が

29
.0

％
、「

現
在

と
同

じ
仕

事
を

続
け

、
移

住
先

の
支

社
等

で
勤

務
す

る
」

が
14

.3
％

の

順
に

多
く

な
っ

て
い

る
。

 

ま
た

、「
現

在
と

同
じ

仕
事

を
続

け
る

」
と

し
た

３
項

目
を

合

計
す

る
と

59
.9

％
を

占
め

て
い

る
。

 

   

 
移

住
に

際
す

る
住

居
選

択
（

問
３

）
＜

単
数

回
答

＞
 

借
家
（
民

間
の
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト
）

を
選
択
す
る
割

合
が
約
４
割
と
も
っ
と
も
高
い
 

移
住

に
際

す
る

住
居

選
択

と
し

て
は

、「
借

家
（

民
間

の
マ

ン
シ

ョ
ン

、
ア

パ
ー

ト
）」

が
38

.3
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

持
ち

家
（

一
戸

建
、

新
築

ま
た

は
建

替
え

）」
が

28
.7

％
と

な
っ

て
い

る
。

 

ま
た

、
持

ち
家

全
体

を
選

択
し

た
回

答
は

53
.7

％
、

借
家

全
体

で
は

42
.3

％
と

な
っ

て
い

る
。

 

年
代

別
に

み
る

と
、

年
代

が
上

が
る

ほ
ど

持
ち

家
を

、
年

代
が

下
が

る
ほ

ど
借

家
を

選
択

す
る

傾
向

が
あ

る
。
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%
90
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0%

総
数

(n
=3

00
)

20
代

(n
=9

0)

30
代

(n
=1

25
)

40
代

(n
=8

5)

持
ち
家
（
一
戸
建
、
新
築
ま
た
は
建
替
え
）

持
ち
家
（
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
、
新
築
）

持
ち
家
（
一
戸
建
、
中
古
）

持
ち
家
（
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
、
中
古
）

借
家
（
一
戸
建
）

借
家
（
民
間
の
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト
）

公
営
住
宅
（
市
営
住
宅
、
県
営
住
宅
）

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
・
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
住
宅

そ
の
他

現
在
と
同
じ
仕
事

を
続
け
、
移
住
先

か
ら
通
勤
す
る

37
.3

%

現
在
と
同
じ
仕
事
を

続
け
、
移
住
先
で
遠

方
か
ら
仕
事
を
す
る

14
.3

%

現
在
と
同
じ
仕
事
を
続
け
、
移

住
先
の
支
社
等
で
勤
務
す
る

8.
3%

転
職
し
、
移
住

先
の
企
業
に
勤

務
す
る

29
.0

%

移
住
先
で

起
業
す
る

6.
3%

就
業
す
る
予
定
は
な
い

（
余
暇
を
楽
し
む
）

3.
3%

そ
の
他

1.
3%

n=
30

0

78



 

 

 
移

住
先

で
の

生
活

に
期

待
す

る
こ

と
（

問
４

）
＜

複
数

回
答

＞
 

良
好
な
住

宅
環
境
を
期
待
す
る
回
答
が
過
半

数
を
占
め
、
最

も
多
い
 

移
住

先
で

の
生

活
に

期
待

す
る

こ
と

と
し

て
は

、「
良

好
な

住
宅

環
境

」
が

54
.3

％
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
豊

か
な

自
然

環
境

」
が

45
.3

％
、「

過
ご

し
や

す
い

気
候

」
が

41
.0

％
と

多
く

な
っ

て
い

る
。

 

年
代

別
に

み
る

と
、「

豊
か

な
自

然
環

境
」

で
は

年
代

が
上

が
る

ほ
ど

重
視

さ
れ

や
す

い
傾

向
に

あ
る

こ
と

、「
過

ご
し

や
す

い
気

候
」

で
は

特
に

40
代

に
重

視
さ

れ
や

す
い

反
面

30
代

で
は

重
視

さ
れ

に
く

い
こ

と
、「

充
実

し
た

医
療

・
福

祉
環

境
」

で
は

40
代

に
重

視
さ

れ
に

く
い

傾
向

が
あ

る
こ

と
、「

充
実

し
た

子
育

て
環

境
」

で
は

20
代

・

30
代

に
重

視
さ

れ
や

す
い

傾
向

に
あ

る
こ

と
な

ど
の

特
徴

が
あ

る
。

 

 
 

 
移

住
後

の
生

活
に

つ
い

て
の

想
定

（
問

５
）

＜
単

数
回

答
＞

 

移
住
後
の

収
入
を
財
源
と
す
る
生
活
の
想
定

が
多
い
 

移
住

後
の

生
活

の
想

定
と

し
て

は
、「

移
住

前
の

貯
蓄

等

を
含

め
、

移
住

後
に

働
い

た
収

入
で

生
活

す
る

」
が

43
.7

％
、

次
い

で
「

移
住

前
の

貯
蓄

等
に

は
頼

ら
ず

、
移

住

後
に

働
い

た
収

入
で

生
活

す
る

」
が

37
.3

％
と

多
く

な
っ

て
お

り
、

移
住

後
の

収
入

を
財

源
と

す
る

想
定

が
約

8
割

を
占

め
て

い
る

。
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良
好
な
住
宅
環
境

豊
か
な
自
然
環
境

過
ご
し
や
す
い
気
候

充
実
し
た
子
育
て
環
境

仕
事
の
充
実

充
実
し
た
医
療
・
福
祉
環
境

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加

特
に
期
待
す
る
も
の
は
な
い

そ
の
他

総
数

(n
=3

00
)

20
代

(n
=9

0)

30
代

(n
=1

25
)

40
代

(n
=8

5)

移
住
前
の
貯
蓄
等
に
は

頼
ら
ず
、
移
住
後
に
働

い
た
収
入
で
生
活
す
る

37
.3

%

移
住
前
の
貯
蓄
等
を
含

め
、
移
住
後
に
働
い
た

収
入
で
生
活
す
る

43
.7

%

移
住
前
の
貯
蓄

等
を
主
な
財
源

と
し
て
生
活
す
る

6.
0%ま
だ
決
め
て
い
な
い

13
.0

%

そ
の
他

0.
0%

n=
30

0

 
移

住
に

際
す

る
不

安
（

問
６

）
＜

複
数

回
答

＞
 

金
銭
に
係

る
内
容
が
上
位
を
占
め
て
い
る
 

移
住

の
際

に
不

安
に

思
う

こ
と

と
し

て
は

、「
仕

事
当

の
収

入
面

の
確

保
」

が
35

.3
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

転

居
に

か
か

る
費

用
の

工
面

」
が

30
.3

％
、「

生
活

に
か

か
る

費
用

の
工

面
」

が
27

.7
％

と
多

く
な

っ
て

お
り

、
生

活

や
転

居
に

か
か

る
金

銭
に

つ
い

て
の

不
安

が
上

位
を

占
め

て
い

る
。

 

ま
た

、「
住

居
の

取
得

」
や

「
地

域
住

民
と

の
か

か
わ

り
方

」、
「

住
宅

の
周

辺
環

境
」

な
ど

の
項

目
も

約
25

％
と

高
い

割
合

を
示

し
て

い
る

。
 

年
代

別
に

み
る

と
、「

住
居

の
取

得
」

で
は

年
代

が
上

が
る

ほ
ど

選
択

さ
れ

や
す

い
こ

と
、「

転
居

に
か

か
る

費
用

の
工

面
」

で
は

年
代

が
下

が
る

ほ
ど

選
択

さ
れ

や
す

く
特

に
20

代
で

重
視

さ
れ

る
傾

向
に

あ
る

こ
と

、「
仕

事
等

の

収
入

面
の

確
保

」
で

は
40

代
に

選
択

さ
れ

に
く

い
傾

向
が

あ
る

こ
と

、「
防

犯
・

防
災

へ
の

対
策

」
で

は
他

年
代

に

比
べ

20
代

で
重

視
さ

れ
や

す
い

こ
と

、「
得

意
不

安
に

思
う

こ
と

は
な

い
」

で
は

40
代

か
ら

選
択

さ
れ

や
す

い
こ

と
な

ど
の

特
徴

が
み

ら
れ

る
。
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仕
事
等
の
収
入
面
の
確
保

転
居
に
か
か
る
費
用
の
工
面

生
活
に
か
か
る
費
用
の
工
面

住
居
の
取
得

地
域
住
民
と
の
か
か
わ
り
方

住
宅
の
周
辺
環
境

保
育
園
や
学
校
等
の
子
育
て
環
境

医
療
や
福
祉
の
環
境

防
犯
・
防
災
へ
の
対
策

気
候
・
風
土
の
違
い

特
に
不
安
に
思
う
こ
と
は
な
い

そ
の
他

総
数

(n
=3

00
)

20
代

(n
=9

0)

30
代

(n
=1

25
)

40
代

(n
=8

5)
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移

住
す

る
際

に
魅

力
を

感
じ

る
行

政
支

援
（

問
７

）
＜

複
数

回
答

＞
 

金
銭
面
で

の
支
援
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
 

移
住

の
際

に
魅

力
を

感
じ

る
行

政
支

援
と

し
て

は
、「

新
規

移
住

者
を

対
象

と
し

た
家

賃
補

助
」

が
28

.7
％

、
次

い
で

「
通

勤
費

等
の

補
助

」
が

28
.3

％
と

金
銭

面
で

の
補

助
や

支
援

が
上

位
を

占
め

て
い

る
。

 

ま
た

、「
子

育
て

支
援

住
宅

等
の

供
給

」
や

「
移

住
者

支
援

住
宅

等
の

供
給

」、
「

お
試

し
居

住
の

実
施

」
な

ど
住

宅

に
関

す
る

支
援

や
施

策
に

対
し

て
も

高
い

需
要

が
示

さ
れ

て
い

る
。

 

 
 

③
 

現
状

の
勤

務
に

つ
い

て
 

 
現

状
の

勤
務

体
系

（
問

８
）

＜
単

数
回

答
＞

 

ほ
ぼ
毎
日

出
勤
し
て
い
る
回
答
者
が
約
半
数

を
占
め
る
 

現
状

の
勤

務
形

態
と

し
て

は
、「

ほ
ぼ

毎
日

出
勤

し
て

い
る

」
が

45
.3

％
、

つ
い

で
「

ほ
ぼ

毎
日

在
宅

で
勤

務
し

て
い

る
」

が
20

.7
％

と

多
く

な
っ

て
お

り
、

出
勤

を
必

要
と

す
る

勤
務

形
態

が
比

較
的

多
く

な
っ

て
い

る
。
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新
規
移
住
者
を
対
象
と
し
た
家
賃
補
助

通
勤
費
等
の
補
助

子
育
て
支
援
住
宅
等
の
供
給

お
試
し
居
住
の
実
施

移
住
者
支
援
住
宅
等
の
供
給

不
動
産
情
報
サ
イ
ト
の
整
備
・
充
実

住
宅
へ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

移
住
相
談
窓
口
の
設
置

同
居
、
近
居
の
た
め
の
移
転
費
補
助

転
職
情
報
の
提
供

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
た
め
の
支
援
（移
住
者
間
の
情
報
交
換
）

支
援
は
必
要
な
い

そ
の
他

n=
30

0 

ほ
ぼ
毎
日
出
勤

し
て
い
る

45
.3

%

週
に

1 日
～

2 日
程
度
は

在
宅
で
勤
務
し
て
い
る

19
.3

%

週
の
半
分
以
上

は
在
宅
で
勤
務

し
て
い
る

14
.7

%

ほ
ぼ
毎
日
在
宅
で

勤
務
し
て
い
る

20
.7

%

n=
30

0

 
通

勤
費

用
の

支
給

可
能

額
（

問
９

）
＜

単
数

回
答

＞
 

新
幹
線
を

除
き
一
定
額
を
支
給
さ
れ
る
場
合

が
過
半
数
を
占

め
る
 

通
勤

費
用

の
支

給
可

能
額

と
し

て
は

、「
一

定
額

は
支

給
さ

れ
る

が
、

新
幹

線
分

は
支

給
さ

れ
な

い
」

が
55

.3
％

、「
新

幹
線

に
乗

車

し
て

も
全

額
支

給
さ

れ
る

」
が

25
.7

％
の

順
に

多
く

な
っ

て
い

る
。 

      

④
 

三
島

市
に

つ
い

て
 

 
静

岡
県

三
島

市
の

認
知

度
（

問
10

）
＜

単
数

回
答

＞
 

「
知
っ
て

い
る
」
と
い
う
回
答
が
６
割
を
占

め
る
 

三
島

市
の

認
知

度
に

つ
い

て
は

、「
知

っ
て

い
る

」
が

60
.3

％
、

「
名

前
は

知
っ

て
い

る
が

、
ど

こ
に

あ
る

か
は

分
か

ら
な

い
」

が

20
.3

％
、「

聞
い

た
こ

と
が

無
い

」
が

19
.3

％
と

な
っ

て
お

り
、

約

６
割

の
回

答
者

か
ら

名
称

と
位

置
を

認
知

さ
れ

て
い

る
。

 

      

 
三

島
市

へ
の

移
住

の
意

向
（

問
11

）
＜

単
数

回
答

＞
 

「
具
体
的

に
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
興
味
は

沸
い
た
」
と
す

る
回
答
が
最
も
多
い
 

三
島

市
へ

の
移

住
の

意
向

に
つ

い
て

は
、「

具
体

的
に

は
考

え
ら

れ
な

い
が

、
興

味
は

沸
い

た
」

が
34

.0
％

、「
移

住
先

の

候
補

と
し

て
考

え
た

い
」

が
31

.3
％

の
順

に
多

く
な

っ
て

お

り
、

決
断

に
は

至
ら

な
い

も
の

の
前

向
き

に
検

討
す

る
回

答

が
半

数
以

上
を

占
め

て
い

る
。

 

      
 

新
幹
線
に
乗
車
し

て
も
全
額
支
給
さ
れ

る
（
支
給
の
上
限
は

1 か
月

10
万
円
以
上

で
あ
る
）

25
.7

%

一
定
額
は
支
給
さ
れ
る
が
、
新
幹
線
分

は
支
給
さ
れ
な
い
（
支
給
の
上
限
は

1か
月

10
万
円
未
満
で
あ
る
）

55
.3

%

全
く
支
給

さ
れ
な
い

10
.7

%

分
か
ら
な
い

8.
0%

そ
の
他

0.
3%

n=
30

0

知
っ
て
い
る

60
.3

%
名
前
は
知
っ
て
い
る

が
、
ど
こ
に
あ
る
か

は
分
か
ら
な
い

20
.3

%

聞
い
た
こ
と
が
無
い

19
.3

%

n=
30

0

ぜ
ひ
移
住
し
て

み
た
い

14
.3

%

移
住
先
の
候
補

と
し
て
考
え
た
い

31
.3

%

具
体
的
に
は
考
え

ら
れ
な
い
が
、
興
味

は
沸
い
た

34
.0

%

全
く
考
え
ら
れ
な
い

20
.3

%

n=
30

0

80



 

 

 
移

住
を

「
全

く
考

え
ら

れ
な

い
」

理
由

（
問

12
）

＜
複

数
回

答
＞

 

現
在
の
仕

事
を
続
け
ら
れ
な
い
こ
と
や
人
間

関
係
が
上
位
を

占
め
て
い
る
 

三
島

市
へ

の
移

住
を

「
全

く
考

え
ら

れ
な

い
」

理
由

と
し

て
は

、「
移

住
す

る
と

現
在

の
仕

事
を

続
け

ら
れ

な
い

か

ら
」

が
37

.7
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

親
族

・
友

人
な

ど
が

近
く

に
い

な
い

か
ら

」
が

24
.6

％
、「

趣
味

・
生

き

方
が

実
現

で
き

る
場

所
が

他
に

あ
る

か
ら

」
が

16
.4

％
の

順
に

多
く

な
っ

て
い

る
。

 

 

 

 
「

住
む

な
ら

三
島

サ
ポ

ー
ト

事
業

」「
三

島
市

移
住

・
子

育
て

リ
フ

ォ
ー

ム
事

業
」

に
つ

い
て

（
問

13
）

 

＜
単

数
回

答
＞

 

移
住
先
の

検
討
材
料
と
す
る
回
答
が
半
数
近

く
を
占
め
る
 

「
住

む
な

ら
三

島
サ

ポ
ー

ト
事

業
」

や
「

三
島

市
移

住
・

子
育

て
リ

フ
ォ

ー
ム

事
業

」
に

つ
い

て
感

じ
る

こ
と

と
し

て

は
、「

移
住

の
決

め
手

と
は

な
ら

な
い

が
、

こ
の

よ
う

な
補

助

も
含

め
て

移
住

先
を

検
討

し
た

い
」

が
45

.0
％

と
最

も
多

く
、

次
い

で
「

移
住

を
決

め
る

際
に

は
あ

ま
り

気
に

し
な

い

が
、

要
件

に
合

え
ば

使
い

た
い

」
が

20
.7

％
、「

移
住

の
決

め
手

と
な

る
」

が
17

.3
％

、「
事

業
を

使
い

た
い

と
は

思
わ

な
い

」
の

順
に

多
く

な
っ

て
い

る
。

 

     
 

37
.7

24
.6

16
.4

6.
6

6.
6

4.
9

3.
3

3.
3

21
.3

0%
5%

10
%

15
%

20
%

25
%

30
%

35
%

40
%

移
住
す
る
と
現
在
の
仕
事
を
続
け
ら
れ
な
い
か
ら

親
族
・
友
人
な
ど
が
近
く
に
い
な
い
か
ら

趣
味
・
生
き
方
が
実
現
で
き
る
場
所
が
他
に
あ
る
か
ら

移
住
し
て
新
た
に
し
た
い
仕
事
が
出
来
な
い
か
ら

よ
り
自
然
に
あ
ふ
れ
た
環
境
で
生
活
し
た
い
か
ら

よ
り
子
育
て
・
教
育
に
適
し
た
環
境
で
生
活
し
た
い
か
ら

移
住
コ
ス
ト
が
か
か
る
か
ら

生
活
コ
ス
ト
が
か
か
る
か
ら

そ
の
他

n=
61

 

移
住
の
決
め

手
と
な
る

17
.3

%

移
住
の
決
め
手
と

は
な
ら
な
い
が
、
こ

の
よ
う
な
補
助
も

含
め
て
移
住
先
を

検
討
し
た
い

45
.0

%

移
住
を
決
め
る
際

に
は
あ
ま
り
気
に
し

な
い
が
、
要
件
に

合
え
ば
使
い
た
い

20
.7

%

事
業
を
使
い
た
い

と
は
思
わ
な
い

17
.0

%

n=
30

0

 

①
 

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
調

査
（

ア
ン

ケ
ー

ト
対

象
者

を
選

定
す

る
た

め
の

調
査

）
 

 

 

 
 

 

 
 

81



 

 

 

 

②
 

本
調

査
 

 
  

 

 

 

 
 

82



 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 
 

 
 

 

83



 

 

 

 
 

 

 

 

 

84



 

 

 
 

 

 
 

参
考

資
料

３
 

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
の

管
理

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
 

 

①
 

調
査

の
目

的
 

居
住

者
の

高
齢

化
や

建
物

の
老

朽
化

な
ど

、
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

が
抱

え
る

課
題

解
決

に
向

け
た

施
策

を
検

討
す

る

上
で

の
基

礎
資

料
と

す
る

た
め

。
 

 

②
 

調
査

対
象

・
人

数
 

市
内

に
あ

る
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

（
令

和
元

年
度

に
県

が
同

様
の

調
査

を
実

施
し

た
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

は
除

く
）

 
 

③
 

調
査

実
施

方
法

 

郵
送

に
よ

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

票
の

配
付

・
回

収
 

 

④
 

実
施

期
間

 

郵
送

配
付

：
令

和
2

年
11

月
16

日
（

月
）

 

返
送

期
限

：
令

和
２

年
12

月
16

日
（

水
）

 
 

⑤
 

調
査

票
回

収
結

果
 

配
布

数
：

69
件

 

回
収

数
：

30
件

 

回
収

率
：

43
.5

％
 

 

 

 
総

会
の

開
催

状
況

 

年
１
回
以

上
の
開
催
が
８
割
以
上
を
占
め
た

。
 

 「
年

1
回

以
上

開
催

」
が

86
.7

％
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
数

年
に

1
回

開
催

」
が

3.
3％

と
な

っ
た

。
 

         

年
1回
以
上

開
催

86
.7

%

数
年
に

1 回
開
催

3.
3%

開
催
し
た
こ
と

が
な
い

0.
0%

不
明

3.
3%

無
回
答

6.
7%

n=
30

85



 

 

 
⾧

期
修

繕
計

画
 

2
5
年
以
上
の

長
期
修
繕
計
画
を
定
め
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
は
約

47
％
 

 「
25

年
以

上
の

⾧
期

修
繕

計
画

が
あ

る
」

が
46

.7
%

、「
25

年
未

満
の

⾧
期

修
繕

計
画

が
あ

る
」

が
23

.3
%

を
占

め
て

い
た

も

の
の

、⾧
期

修
繕

計
画

が「
な

い
」と

し
た

マ
ン

シ
ョ

ン
も

20
.0

%

い
た

。
 

       

 
大

規
模

修
繕

工
事

 

８
割
の
マ

ン
シ
ョ
ン
で
大
規
模
修
繕
工
事
が

行
わ
れ
て
い
る

 

大
規

模
修

繕
工

事
を

「
実

施
し

て
い

る
」

が
80

.0
%

、「
未

実

施
」

が
10

.0
%

と
な

っ
て

い
る

 

        

 
自

主
防

災
組

織
 

自
主
防
災

組
織
を
結
成
し
て
い
る
マ
ン
シ
ョ

ン
は
４
割
弱
 

自
主

防
災

組
織

に
つ

い
て

、「
あ

る
」

が
36

.7
%

で
あ

る
一

方
、「

結
成

予
定

は
な

い
」

が
20

.0
%

、「
未

定
」

が
40

.0
%

と

な
っ

て
い

る
 

        
 

25
年
以
上
の
長
期

修
繕
計
画
が
あ
る

46
.7

%

25
年
未
満
の
長
期

修
繕
計
画
が
あ
る

23
.3

%

な
い

20
.0

%

不
明

6.
7%

無
回
答

3.
3%

n=
30

実
施
し
て
い
る

80
.0

%

未
実
施

10
.0

%

不
明

3.
3%

無
回
答

6.
7%

n=
30

あ
る

36
.7

%

計
画
中

3.
3%

結
成
予
定
は

な
い

20
.0

%

未
定

40
.0

%

n=
30

 
専

門
家

の
活

用
 

マ
ン
シ
ョ

ン
に
お
け
る
専
門
家
の
活
用
は
今

後
も
需
要
が
増

え
る
と
思
わ
れ
る
 

専
門

家
の

活
用

に
つ

い
て

、「
現

行
、

活
用

し
て

い
る

」
が

43
.3

%
で

あ
る

の
に

加
え

、「
将

来
、

活
用

の
必

要
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
」

が
33

.3
%

と
な

っ
て

い
る

。
 

      

 
町

内
会

へ
の

加
入

 

８
割
以
上

の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン

全
体
で
町
内
会

に
加
入
ま
た
は
結
成
し
て
い
る
 

町
内

会
へ

の
加

入
に

つ
い

て
、「

地
域

の
町

内
会

に
加

入
し

て
い

る
 

―
マ

ン
シ

ョ
ン

単
位

で
加

入
」

が
76

.7
%

と
最

も
多

く
な

っ
て

お
り

、「
マ

ン
シ

ョ
ン

で
町

内
会

を
結

成
し

て
い

る
」

の
6.

7%
と

合
わ

せ
、８

割
以

上
が

マ
ン

シ
ョ

ン
全

体
で

町
内

会

に
加

入
ま

た
は

結
成

し
て

い
る

こ
と

に
な

る
。

一
方

、「
町

内
会

に
は

加
入

し
て

い
な

い
」

も
6.

7%
み

ら
れ

る
。

 

     

 
困

っ
て

い
る

こ
と

 

住
民
の
高

齢
化
に
対
し
特
に
課
題
意
識
が
高

い
 

現
在

困
っ

て
い

る
こ

と
と

し
て

は
、「

住
民

の
高

齢
化

」
が

最
も

多
く

46
.7

%
と

な
っ

て
お

り
、

次
い

で
「

役
員

の

選
任

」、
「

修
繕

等
工

事
」

と
続

い
て

い
る

。
 

 

46
.7

23
.3

16
.7

10
.0

10
.0

6.
7

3.
3

0.
0

0.
0

23
.3

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%

住
人
の
高
齢

化

役
員
の
選
任

修
繕
等
工
事

滞
納
対
策

ゴ
ミ
の
出
し

方
の
マ
ナ
ー

修
繕
積
立
金

の
管
理
運
用

住
戸
の
賃
貸

化

防
災
に
不
安

そ
の
他

無
回
答

n=
30

現
在
、
活
用

し
て
い
る

43
.3

%
将
来
、
活
用
の

必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る

33
.3

%

専
門
家
の
活
用
は

現
在
も
将
来
も
、

特
に
必
要
な
い
と

思
わ
れ
る

13
.3

%

そ
の
他

10
.0

%

n=
30

マ
ン
シ
ョ
ン
で
町
内
会

を
結
成
し
て
い
る

6.
7%

地
域
の
町
内
会
に
加
入
し
て
い
る

－
マ
ン
シ
ョ
ン
単
位
で
加
入

76
.7

%

地
域
の
町
内
会

に
加
入
し
て
い
る

－
各
住
戸
に
任

せ
て
い
る

6.
7%

地
域
の
町
内
会
に

加
入
し
て
い
る

－
不
明

3.
3%

町
内
会
に
は
加
入

し
て
い
な
い

6.
7%

n=
30

86
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参考資料４ 用語解説 

 

あ行 

IoT（ｱｲ･ｵｰ･ﾃｨ） 

Internet of Things の略で、物のインターネットと言われ、人を使わず物が自動的にインター

ネットとつながる技術。 

 

アスベスト 

天然にできた鉱物繊維で、引張強度、不燃性、耐熱性、耐摩耗性、耐薬品性などの面で優れ

た特性を有し、安価で軽量であり、建材製品に多量に使用されている。肺内に吸い込んだ場合

に 15 年から 40 年の潜伏期間を経て肺がんや悪性中皮腫などを引き起こす恐れがある。昭和 45

年から平成２年ごろにかけ、年間約 30 万トンが輸入された。この時期に建設された住宅にはア

スベストを含む建材等が使用された可能性が高い。 

 

インスペクション 

国土交通省が示しているガイドラインを基に、住宅の基礎、外壁等の劣化や不具合の状況に

ついて、目視を中心とした非破壊調査により把握する住宅診断のこと。 

 

雨水浸透マス 

屋根に降った雨水を、大地に効率よく浸透させることのできる設備で、地下水かん養と浸水

防止に役立つ。 

 

雨水貯留施設 

雨水を一時的に貯めたり地下に浸透させたりして、下水道・河川への雨水流出量を抑制。公

園や駐車場などの地表面に貯留するタイプと、建物の地下に貯留するタイプがある。 

 

SDGs（ｴｽ・ﾃﾞｨ・ｼﾞｰｽﾞ） 

持続可能な開発目標で、17 の目標と 169 のターゲットから成る。国連が掲げた、国際社会全

体で 2030 年までに達成するように定めた持続可能な社会を創るための開発目標。 

 

か行 

ガーデンシティみしま 

「花」という癒しの彩りで三島の魅力を高め、観光振興や商業振興及び地域の活性化につな

げ、誰もが「住みたい、訪れたい」と感じてもらえるまちづくりを市民の理解と参加により協

働で進めていく取組。 

 

感震ブレーカー 

一定規模以上の揺れを感知すると、ブレーカーを自動的に落として電気の供給を遮断し、電

気火災を防ぐ装置。  
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ＣＡＳＢＥＥ静岡（静岡県版建築環境総合性能評価システム） 

｢ＣＡＳＢＥＥ（建築環境総合性能評価システム）｣は、敷地境界で区分された内外空間を想

定し、境界内部の建築物の環境・性能の要素（Ｑ：Quality）、境界外部に与える環境負荷の要素

(Ｌ：Load)のそれぞれの環境配慮項目を評価し、これらを環境性能効率（ＢＥＥ：Built 

Environment Efficiency）を用いて建築物の環境性能を総合的に評価するものである（ＢＥＥ＝

Ｑ／Ｌ）。この｢ＣＡＳＢＥＥ｣を基本に、静岡県の地域特性や県の取組を踏まえて一部編集した

ものが｢ＣＡＳＢＥＥ静岡｣である。 

 

給与住宅 

勤務先の会社・官公庁・団体などが所有又は管理していて、職務の都合上又は給与の一部と

して居住している住宅。いわゆる「社宅」、「公務員住宅」などと呼ばれているもの。 

※家賃の支払の有無を問わず、また、勤務先の会社又は雇主が借りている一般の住宅に、そ

の従業員が住んでいる場合を含む。 

 

居住支援法人 

住宅確保要配慮者（低額所得者、被災者、高齢者、障害者、子供を養育する者、その他住宅

の確保に特に配慮を要する者）の民間賃貸住宅への円滑な入居の促進を図るため、住宅確保要

配慮者に対し家賃債務保証の提供、賃貸住宅への入居に係る住宅情報の提供・相談、見守りな

どの生活支援等を実施する法人として都道府県が指定するもの 

 

居住面積水準 

国民の住生活の安定の確保及び向上の促進が図られるよう，住生活基本計画（全国計画）（平

成 28 年３月閣議決定）に定められた住宅の面積に関する水準で，次のように設定されている。 

 

【定義】 

区分 内容 

最低居住面積水準 世帯人員に応じて，健康で文化的な住生活を営む基礎として必要不可欠な住

宅の面積に関する水準 

誘導居住面積水準 世帯人員に応じて，豊かな住生活の実現の前提として多様なライフスタイル 

に対応するために必要と考えられる住宅の面積に関する水準 

 都市居住型 都市の中心及びその周辺における共同住宅居住を想定したもの 

 一般型 都市の郊外及び都市部以外の一般地域における戸建住宅居住を想定したもの 
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【居住面積水準における必要面積】 

区分 内容 

最低居住面積水準による

必要面積 

二人以上の世帯 10 ㎡×世帯人員＋10 ㎡ （注１，２） 

単身世帯 25 ㎡ 

ただし，29 歳以下の場合，18 ㎡ 

誘導居住面積水準による必要面積  

 都市居住型 

（対象：共同住宅） 

二人以上の世帯 20 ㎡×世帯人員＋15 ㎡ （注１，２） 

 単身世帯 40 ㎡ 

ただし，29 歳以下の場合，37 ㎡ 

 一般型 

（対象：共同住宅以外） 

二人以上の世帯 25 ㎡×世帯人員＋25 ㎡ （注１，２） 

 単身世帯 55 ㎡ 

ただし，29 歳以下の場合，50 ㎡ 

（注１）世帯人員は，３歳未満の者は 0.25 人，３歳以上６歳未満の者は 0.5 人，６歳以上 10 歳未満の者は 0.75

人として算出する。ただし，これらにより算出された世帯人員が２人に満たない場合は２人とする。ま

た，年齢が「不詳」の者は１人とする。 

（注２）世帯人員（注１の適用がある場合には適用後の世帯人員）が４人を超える場合は，上記の面積から５％

を控除する。 

 

グループホーム 

高齢者や障害者、親と一緒に暮らせない子どもなど生活に困難を抱えた人達が、専門スタッ

フ等の援助を受けながら小人数、一般の住宅で生活する社会的介護、社会的養護の形態のこと。 

 

建築協定 

住宅地としての環境又は商店街としての利便を高度に維持増進する等建築物の利用を増進し、

かつ、土地の環境を改善するため、一定の区域を定め、その区域内における建築物の敷地、位

置、構造、用途、形態、意匠又は建築設備に関する基準を定めるもの。 

 

さ行 

サービス付き高齢者向け住宅 

賃貸住宅や有料老人ホームで、一定の住戸面積、設備、バリアフリー構造の基準を満たし、

状況把握サービス及び生活相談サービスが提供されるもので、知事等の登録を受けたもの。 

 

災害危険区域 

建築基準法第 39 条の規定に基づき、地方公共団体が条例で指定することができる、津波、高

潮、出水等による危険の著しい区域。住居の用に供する建築の禁止等、建築物の建築に関する

制限で災害防止上必要なものを定めることができる。 

 

相模トラフ 

相模湾から房総半島南東沖にかけての日本列島が位置する陸のプレートの下に、南方からフ

ィリピン海プレートが沈み込む場所。この領域を震源域とする被害地震が繰り返し発生してい

る。 
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シックハウス症候群 

居室に使用されている仕上げ材、下地材、接着剤などから有害物質が拡散されることで、め

まい、頭痛、吐き気、皮膚障害などが起こるとされている。代表的な原因物質はホルムアルデ

ヒドなどである。 

 

住宅確保要配慮者 

「住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律」で定められている、低額

所得者、被災者、高齢者、障害者、子育て世帯。 

 

住宅ストック 

既に建築されている住宅のこと。全国的にも住宅総数は総世帯数を超えており、空き家問題

や中古物件の流通促進への対応が求められている。 

 

住宅性能表示制度 

「住宅の品質確保の促進等に関する法律」に基づき、客観的に評価された住宅の性能をわか

りやすく表示する制度。消費者による住宅性能の比較を可能とすることにより、良質な住宅を

安心して取得できる市場を形成するため定められた。 

 

住宅セーフティネット 

低額所得者、被災者、高齢者、障がい者、子どもを育成する家庭など、住宅を確保するのが

困難な方に対して、必要な支援を提供するための仕組みや制度。 

 

住宅・土地統計調査 

住宅に関する実態並びに土地の保有状況、その他住宅等に居住している世帯に関する実態を

５年ごとに調査し、住宅・土地関連諸施策の基礎資料を得ることを目的とした調査。（抽出調査） 

 

新型コロナウイルス 

2019 年 12 月以降、中国の湖北省武漢市で病原体不明の肺炎が急増し、のちに新型コロナウイ

ルス（COVID-19）感染症と判明。中国から世界各地に感染が拡大。 

 

スマートウエルネスみしま 

まちづくり全体に“健幸”という視点を取り入れ、将来にわたり人とまちを健康で幸せにしてい

こうという市の事業。 

 

スマートハウス 

IT（情報技術）を使って、家電、住宅機器などによる家庭の消費電力を最適に制御し、エネ

ルギーマネジメントを行うことで、CO2 排出の削減を実現する省エネ住宅のこと。 

 

セーフティネット住宅 

「住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律」に基づき登録され、住宅

確保要配慮者（高齢者、障害者、子育て世帯など）の入居を拒まない賃貸住宅。  

92



ゾーン 30 

区域（ゾーン）を定めて最高速度 30 キロメートル毎時の速度規制を実施し、その他の安全対

策を必要に応じて組み合わせてゾーン内における速度抑制やゾーン内を抜け道として通行する

行為の抑制等を図る生活道路対策 

 

た行 

耐震基準 

一定の強さの地震が起きても倒壊又は損壊しない住宅が建築されるよう、建築基準法で定め

られた基準。昭和 56 年 5 月までの建築確認において適用されていた基準を「旧耐震基準」、建

築基準法の改正により、昭和 56 年 6 月以降の建築確認において適用されていた基準を「新耐震

基準」と呼ぶ。 

 

脱炭素社会 

太陽光やバイオマスなどの再生可能エネルギーの利用を進めるなど、社会全体を低炭素化す

る努力を続けた結果としてもたらされる持続可能な世のなか。 

 

地域子育て支援センター 

地域の子育て支援情報の収集・提供に努め、子育て全般に関する専門的な支援を行う拠点と

して機能。既存のネットワークや子育て支援活動を行う団体等と連携しながら、地域のニーズ

に合わせた地域支援活動を実施。 

 

地区計画 

地区にふさわしい土地利用を実現するため、地区住民等の合意形成を図りつつ詳細な土地利

用規制を行う制度（昭和 55 年都市計画法及び建築基準法の改正により創設）。市では、建築物

の用途、形態等に関する制限をきめ細かく定めるとともに、道路・公園等の公共施設の配置及

び形成などについても一体的、総合的に計画が可能。 

 

長期優良住宅 

一定の規模以上で、耐震性、維持管理・更新の容易性、可変性、バリアフリー性、省エネル

ギー性を備えているほか、劣化対策や維持保全計画が講じられているものを、長期にわたり良

好な状態で使用するための措置が講じられた優良な住宅として認定する制度。 

 

低炭素住宅 

二酸化炭素の排出の抑制に資する建築物で、「エネルギーの使用の合理化等に関する法律」

（昭和 54 年法律第 49 号）の省エネ基準より一次エネルギー消費量が 10％以上削減され、低炭

素に資する措置（創エネルギー設備や蓄電池の設置、HEMS の導入、節水対策、ヒートアイラ

ンド対策など）を２つ以上採用する建築物として、市の認定を受けたもの。 
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DX（デジタル・トランスフォーメーション） 

将来の成長、競争力強化のために、新たなデジタル技術を活用して新たなビジネスモデルを

創出・柔軟に改変すること。行政における DX は、行政サービスにデジタル技術やデータを活用

して、住民の利便性を向上させるとともに、デジタル技術や AI などの活用により業務効率化を

図り、人的資源を行政サービスの更なる向上につなげていくこと。 

 

テレワーク 

情報通信技術（ICT）を活用し、時間や場所の制約を受けずに、柔軟に働く形態。 

 

な行 

南海トラフ 

駿河湾から日向灘沖までのフィリピン海プレート及びユーラシアプレートが接する海底の溝

状の地形を形成する区域で、近年、ここを震源域とする巨大地震発生が懸念されている。 

 

二地域居住 

都市住民が本人と家族のニーズ等に応じて、多様なライフスタイルを実現するための手段と

して、農山漁村等の同一地域において、中長期（１～３か月程度）、定期的・反復的に滞在する

こと等により、当該地域社会と一定の関係を持ちつつ、都市の住居に加えた生活拠点を持つこ

とと定義している。 

 

ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス） 

外皮の断熱性能等を大幅に向上させるとともに、高効率な設備システムを導入し、室内環境

の質を維持しつつ大幅な省エネルギーを実現した上で、再生可能エネルギー等を導入すること

により、年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロとすることを目指した住宅のこと。 

 

は行 

ハザードマップ 

自然災害による被害の軽減や防災対策に使用する目的で、被災想定区域や避難場所・避難経

路などの防災関係施設の位置などを表示した地図。 

 

バリアフリー 

障がいのある人が社会生活をしていく上で物理的、心理的となる障壁（バリア）を除去する

考え方。 

 

ヒートショック 

温度の急激な変化で血圧が上下に大きく変動することなどが原因となり起こる健康障害。失

神や心筋梗塞、不整脈、脳梗塞を起こすことがあり、特に冬場、体全体が露出する入浴時に多

く発生し、高齢者に多いのが特徴である。 
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５Ｇ（ﾌｧｲﾌﾞ･ｼﾞｰ） 

「超高速」だけでなく、「超低遅延」「多数同時接続」といった特長を持つ、第５世代移動通

信システムのこと。 

ファルマバレープロジェクト

「健康増進・疾病克服」、「県民の経済基盤確立」を両輪に、世界レベルの研究開発を進め、

県民の健康増進と健康関連産業の集積を図り、特色ある地域の発展を実現するという県の構想。 

防災マップ 

地震や河川の氾濫などの自然災害が発生した場合に、住民が素早く安全な場所に避難するた

めに必要な情報を示した地図。 

マ行

マンション管理士

｢マンションの管理の適正化の推進に関する法律｣に基づく国家資格。マンションの管理に関

し、管理組合の管理者や区分所有者などからの相談に応じ、助言、指導その他の援助を行うこ

とを業務とするマンション管理の総合コンサルタント。公益財団法人マンション管理センター

が指定試験機関となり、毎年１回マンション管理士の試験を実施している。 

や行 

家賃債務保証制度 

高齢者世帯、障害者世帯、子育て世帯、外国人世帯及び解雇等による住居退去者世帯が賃貸

住宅に入居する際の家賃債務等を一般財団法人高齢者住宅財団が保証し、賃貸住宅への入居を

支援する制度。 

UR・公社の借家 

都市再生機構（UR）又は都道府県・市区町村の住宅供給公社・住宅協会・開発公社などが所

有又は管理する賃貸住宅で、「給与住宅」でないもの。いわゆる「UR 賃貸住宅」、「公社住宅」

などと呼ばれているもの。 

※高齢・障害・求職者雇用支援機構の雇用促進住宅（移転就職者用宿舎）も含む。

Uターン 

地方で生まれ育った人が都会で就職して働いた後、生まれた故郷へ戻ること。 

ら行 

ライフスタイル

生活の様式・営み方。また、人生観・価値観・習慣などを含めた個人の生き方。

ライフステージ

人間の一生における幼年期・児童期・青年期・壮年期・老年期などのそれぞれの段階をいい、

家族については新婚期・育児期・教育期・子独立期・老夫婦期などに分けられる。 

95





三島市住宅マスタープラン 

発 行 令和４年３月 

発 行 者 三 島 市 

〒411-8666 

静岡県三島市北田町４−４７ 

https://www.city.mishima.shizuoka.jp/ 

編集・製作 住宅政策課 

TEL 055-983-2639 FAX 055-973-5722 




